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人吉市関連施設
カルチャーパレス（下城本町1578番地１）☎24－3311
スポーツパレス（下城本町1566番地１） ☎22－1688

水道局お客様センター（市役所２階） ☎22－5497

人吉城歴史館（麓町18番地４） ☎22－2324

保健センター（市役所横） ☎24－8420

石野公園（赤池原町1425番地１） ☎22－6700

鉄道ミュージアム（中青井町343番地14）☎23－2000
図書館（下城本町1578番地１） ☎24－3518

くまりば（相良町４番地２） ☎22－5183
市外局番は「0966」です。紙面では省略しています。
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お人よし
話題をおって
令和２年７月豪雨からの復旧・復興情報
情報ひろば・保健センターだより
人吉の寺社仏閣を巡る
ようこそとしょかんへ！
川畑式　脳いきいきパズル
子育て通信
地域おこし協力隊通信
はい、こちら消費生活センターです
Rural Act '26
Let's お手

し ゃ

話べり
各種相談ガイド
行事カレンダー
編集後記

連載

隔月
隔月

ひとよしの情報発信

F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook
市民向けの情報

F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook
市の魅力発信

移住定住サイト
「人よしライフ」

人吉市
防災ポータル

ホームページ

I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram
@hitoyoshi_city

市公式 SNS（会員制交流サイト）

X
エックス

（旧 T
ツ イ ッ タ ー

witter）
@hitoyoshishi

L
ラ イ ン

INE
@hitoyoshi_city

人吉市のマイナンバー
カード保有率
85.0％

（令和８年７月末）
（総務省発表）

ふるさと納税ふるさと納税

寄付件数と寄付額
令和８年７月
836 件

1,636 万 5,908 円

人吉市の住民基本台帳人口
令和８年７月末日現在　※（ ）は前月比

総数 28,633人（－　 ９人）

男 13,327人（＋　 ５人）

女 15,306人（－   14 人）

世帯数 15,008世帯（－ ７世帯）

人の動き

人吉市役所　☎２２－２１１１(代表 )
住所　 〒 868-8601　熊本県人吉市西間下町７番地１
開庁時間　 午前８時 30 分～午後５時 15 分（木曜は

～午後７時）
開庁日　月～金曜 (土・日曜、祝日、年末年始を除く )
ホームページ　https://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

▲市ホームページ ▲職員採用サイト

※ 今月の「市長日記」はお休みです。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
く
ま
川
鉄
道

が
９
月
20
日
、
人
吉
温
泉
駅
〜
湯
前

駅
間
の
全
線
で
運
転
を
再
開
す
る
。

　

前
身
の
国
鉄
湯
前
線
は
大
正
13
年

に
開
業
。
平
成
元
年
か
ら
第
三
セ
ク

タ
ー
の
く
ま
川
鉄
道
と
し
て
、
特
に

高
校
生
の
通
学
を
支
え
て
き
た
。
令

和
２
年
の
被
災
後
は
代
替
バ
ス
を
運

行
。
令
和
３
年
11
月
に
は
肥
後
西に
し
の
む
ら村

駅
〜
湯
前
駅
間
で
部
分
運
行
を
再
開

し
た
が
、
鉄
道
と
バ
ス
の
乗
り
換
え

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
生
徒
も
い
た
。

　

全
線
再
開
後
は
、
乗
り
換
え
な
し

で
移
動
で
き
、
通
学
の
負
担
軽
減
や

移
動
時
間
の
短
縮
が
期
待
さ
れ
る
。

運
行
ダ
イ
ヤ
も
改
正
し
、
平
日
は
11

往
復
、
土
・
日
曜
、
祝
日
は
12
往
復

運
行
す
る
予
定
だ
。
再
開
に
向
け
て

新
た
に
２
人
が
運
転
士
資
格
を
取
得

し
た
ほ
か
、
車
内
放
送
も
一
新
。
熊

本
県
出
身
の
俳
優
・
宮
崎
美よ
し
こ子
さ
ん

の
優
し
い
声
が
乗
客
を
案
内
す
る
。

　

永
江
友
二
社
長
は
「
全
線
運
行
再

開
は
本
来
あ
る
べ
き
姿
、
日
常
に
戻

る
と
い
う
こ
と
」
と
話
し
、「
く
ま

川
鉄
道
は
、
高
校
生
の
交
通
手
段
を

残
そ
う
と
誕
生
し
た
。
沿
線
の
高
校

生
が
こ
れ
か
ら
も
利
用
し
て
い
く
こ

と
に
対
す
る
思
い
は
特
に
強
い
」
と

再
出
発
に
向
け
た
決
意
を
に
じ
ま
せ

る
。
令
和
８
年
熊
本
地
震
の
被
災
地

に
対
し
て
は
「
災
害
か
ら
６
年
を
経

て
復
旧
し
た
姿
を
見
て
も
ら
い
、『
頑

張
れ
ば
元
に
戻
る
。一
緒
に
や
ろ
う
』

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
い
」

と
復
興
へ
の
思
い
を
込
め
る
。

　

地
域
に
欠
か
せ
な
い
交
通
機
関
が

再
び
一
本
の
レ
ー
ル
で
つ
な
が
る
日

は
、
も
う
間
も
な
く
だ
。

令和２年７月豪雨災害を乗り越え
６年ぶりに全線運行再開する

くま川鉄道株式会社

くまがわてつどう
かぶしきがいしゃ
　永江友二社長（写真㊧）と下
林孝企画営業課長（写真㊨）を
中心に社員一同力を合わせ、全
線運行再開に向けて全力で取り
組み、９月20日に再開する。

▲ ８月 16日には沿線から手を振って祝う動
画撮影イベントが行われにぎわった

▲ 宮崎美子さんも同席して８月 18日に新し
い車内放送のお披露目式を行った
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　７月 28日に発生した「令和８年熊本地震」は、県内に甚大
な被害をもたらし、本市にも大きな影響を及ぼしました。本市
では、地震への迅速な対応と被災地への市職員派遣や災害ボラ
ンティア派遣など、できる支援に全力で取り組んでいます。

八代市・宇城市・八代郡氷
川町のふるさと納税代理受領
も行っています。
問合せ　市商工観光課商工係

市
内
で
最
大
震
度
５
弱
を
観
測

　

夏
休
み
真
っ
た
だ
中
の
７
月
28

日
午
後
４
時
27
分
。
熊
本
地
方
を

震
源
と
し
た
最
大
震
度
７
の
地

震
が
県
内
を
襲
い
ま
し
た
。
こ

の
地
震
で
、
38
人
が
亡
く
な
り
、

３
万
８
千
棟
を
超
え
る
住
宅
被
害

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
８
月
25

日
現
在
）。
市
内
で
は
震
度
５
弱

を
観
測
し
避
難
所
を
開
設
。
市
内

各
地
で
の
断
水
や
、
九
州
自
動
車

道
の
通
行
止
め
に
よ
る
食
料
品
な

ど
の
品
切
れ
も
発
生
し
ま
し
た
。

恩
返
し
の
支
援
を
実
施

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し

た
本
市
は
、
全
国
か
ら
の
温
か
い

支
援
や
援
助
を
受
け
て
復
興
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
恩
を

忘
れ
ず
、
今
度
は
被
災
地
に
恩
返

し
を
す
る
番
で
す
。

　

本
市
で
は
、
市
職
員
を
八
代

市
や
宇
城
市
な
ど
へ
派
遣
し
た

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
代
理
受
領

を
行
っ
た
り
と
被
災
自
治
体
を
支

援
。
そ
の
ほ
か
、
被
災
者
へ
市
営

住
宅
の
一
時
提
供
や
住
民
票
な
ど

各
種
証
明
書
手
数
料
の
減
免
、
二

次
避
難
所
と
し
て
市
内
の
ホ
テ
ル

や
旅
館
で
の
被
災
者
受
け
入
れ
、

子
ど
も
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
宿

泊
預
か
り
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
派
遣

　

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
被
災
地
へ
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
を
８
月
10
日
か
ら
実

施
。
派
遣
初
日
に
は
市
役
所
で
出

発
式
を
行
い
、
松
岡
市
長
は
「
令

和
２
年
７
月
豪
雨
時
に
多
く
の
皆

さ
ま
か
ら
温
か
い
支
援
を
い
た
だ

き
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
今
度
は
私
た
ち
が
で
き

る
限
り
の
支
援
を
届
け
、
一
人
で

も
多
く
の
人
の
力
で
被
災
地
を
支

え
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、

第
１
陣
と
な
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
15
人
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

市
民
一
人
一
人
の
力
が
、
被
災

地
の
復
興
に
つ
な
が
り
ま
す
。
市

で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

被
災
地
の
復
興
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
度
の
「
令
和
８
年
熊
本
地

震
」
は
、
県
内
各
地
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
全
て
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
も
震
度
５
弱
の
揺
れ
に
見

舞
わ
れ
、
特
に
水
源
地
の
濁
度
上

昇
に
よ
る
断
水
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
大
変
な
ご
不
便
と
ご
心
配

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
復
旧
に
際

し
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

方
々
、
い
ち
早
く
被
災
地
に
寄
り

添
い
行
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
と
い

う
未
曽
有
の
災
禍
を
本
市
は
経
験

し
て
い
ま
す
。
あ
の
時
の
全
国
か

ら
頂
い
た
温
か
い
ご
支
援
へ
の
感

謝
を
胸
に
、
被
災
自
治
体
へ
の
息

の
長
い
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
回
の
経
験
を
教
訓
と
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
を
守
り
抜
く
と
と
も
に
、
復

興
を
成
し
遂
げ
つ
つ
あ
る
本
市

が
、
熊
本
県
全
体
の
復
興
を
力
強

く
牽
引
す
る
原
動
力
と
な
る
べ

く
、
全
身
全
霊
で
市
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
吉
市
長　

松
岡
隼
人

被
災
自
治
体
へ

市
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す

　

本
市
で
は
、
８
月
１
日
か
ら
八

代
市
や
宇
城
市
な
ど
の
被
災
自
治

体
へ
職
員
を
派
遣
。被
災
地
で
は
、

支
援
物
資
の
受
け
入
れ
や
被
災
建

築
物
の
応
急
危
険
度
判
定
、
保
健

師
に
よ
る
被
災
者
の
健
康
管
理
な

ど
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
31
日
に
市
役
所
で
出
発
式

を
行
い
、
派
遣
職
員
を
代
表
し
て

田
口
雅
也
技
術
専
門
員
は
「
現
地

で
は
多
く
の
人
が
困
難
な
状
況
に

直
面
し
て
い
る
。
一
日
も
早
く
安

心
で
き
る
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
、
支
援
に
全
力
を
尽
く
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
市
は
今
後
も
市
職
員
を
派
遣

し
、
被
災
地
の
状
況
に
応
じ
た
支

援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

▲松岡市長が災害ボランティアを激励

最大震度７の地震で家屋が崩れるなど大きな被害を受けた八代郡氷川町の被害状況

▲第１陣として３人を被災地へ派遣した

罹り
さ
い災
証
明
書
・
被
災
証
明
書
を

発
行
し
て
い
ま
す

災
害
時
協
力
井
戸
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す▲ 災害時協力井

戸の標識（ス
テッカー）

　

令
和
８
年
熊
本
地
震
の
影
響

で
、
市
内
で
は
断
水
に
伴
う
生
活

用
水
の
不
足
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
後
の
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
と

し
て
、井
戸
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

被
災
者
へ
飲
用
以
外
の
生
活
用
水

を
提
供
す
る「
災
害
時
協
力
井
戸
」

の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
井
戸

①
市
内
に
あ
る
こ
と

②
現
在
井
戸
と
し
て
使
用
し
て
い

る
こ
と

③
災
害
時
に
ト
イ
レ
・
洗
た
く
用

な
ど
の
生
活
用
水
を
必
要
と
す

る
人
に
、
無
償
で
水
を
提
供
で

き
る
こ
と

④
「
災
害
時
協
力
井
戸
」
の
標
識

（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を
表
示
で
き

る
こ
と

⑤
井
戸
の
位
置
や
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
名
を
公
表
で
き
る
こ
と

　

災
害
発
生
時
の
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。
災
害
時
協
力
井
戸
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

地
震
に
伴
い
住
宅
や
店
舗
・
事

業
所
な
ど
が
被
害
を
受
け
た
個

人
・
事
業
者
に
対
し
、
罹
災
・
被

災
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。個

人
住
宅
の
罹
災
証
明
書

対
象　

被
害
を
受
け
た
住
居
と
し

て
使
用
し
て
い
る
建
物

申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の(

運
転

免
許
証
な
ど)

、
被
害
状
況
が
分

か
る
写
真
、
委
任
状
（
同
居
の
親

族
以
外
の
人
が
申
請
す
る
場
合
）

申
請
方
法　

市
防
災
課
（
市
役
所

３
階
３
‐
８
番
窓
口
）
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
電
子
申
請
（
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
申
請
）も
で
き
ま
す
。

令
和
８
年
熊
本
地
震
の

募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

　

こ
の
度
の
地
震
を
受
け
、
市
役

所
で
は
、
募
金
箱
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
受
領
証
が
必
要
な
人
は
、

市
福
祉
課
福
祉
政
策
係
（
市
役
所

１
階
８
番
窓
口
）
に
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間

10
月
30
日
㈮

設
置
場
所　

市
役
所
１
階
正
面
玄

関
入
口
、
市
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
８
番
窓
口
）

問
合
せ　

市
福
祉
課
福
祉
政
策
係

▲  詳しくは
こちら

▲ 電子申請

▲ 事業者

▲ 個人

個
人
物
件
な
ど
の
被
災
証
明
書

対
象　

被
害
を
受
け
た
個
人
が
所

有
す
る
住
家
以
外
の
物
件
な
ど

申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、

印
鑑
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

(

運
転
免
許
証
な
ど)

、
被
害
状

況
が
分
か
る
写
真

申
請
方
法　

市
防
災
課
（
市
役
所

３
階
３
‐
８
番
窓
口
）
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
な
ど
の
被
災
証
明
書

対
象　

店
舗
、
事
業
所
、
工
場
、

事
業
用
設
備
、
貸
家
、
農
地
な
ど

対
象
者　

被
害
を
受
け
た
商
工

業
・
農
林
業
・
畜
産
業
者

申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、

印
鑑
、被
災
状
況
が
分
か
る
写
真
、

被
災
場
所
の
位
置
図
、
そ
の
他
関

係
資
料
な
ど

申
請
方
法　

市
経
済
部
各
課
（
市

役
所
２
階
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
﹇
個
人
の
住
宅
な
ど
﹈

市
防
災
課
防
災
係
、﹇
店
舗
・
事

業
所
な
ど
﹈
市
商
工
観
光
課
商
工

係
、﹇
農
地
な
ど
﹈
市
農
林
整
備

課
林
務
係
、﹇
畜
舎
・
農
業
用
倉

庫
な
ど
﹈
市
農
業
振
興
課

特集

市民の皆さまへ
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期日 時間 状況

７／28
16：27
16：30
17：40

地震発生
各水源地で基準値を超える濁度上昇を確認
各配水池の取水制限作業開始

７／29

0：00

 4：50
 5：20

 8：50

東間コミセンに１つ目の応急給水所を設置
その後、順次増設（最大８カ所）
井ノ口配水エリアを通常の配水区域から拡大
原城・蓬莱配水池からの配水制限
（水圧低下・断水が始まる）
赤池配水池からの配水制限
（赤池配水区で水圧低下・断水が始まる）

７／30
11：20

19：30

大畑配水池からの配水制限
（大畑配水区で水圧低下・断水が始まる）
古仏頂水源地の濁度低下に伴い蓬莱配水池への送水再開

７／31
7：00

11：00

蓬莱配水池からの配水再開
（水圧低下・断水区域の縮小）
茂ヶ野水源地の濁度低下に伴い赤池・大畑配水池への送水再開

８／１
4：00

11：40

赤池・大畑配水池からの配水再開
（再開した配水池で、給水区域全域に通水完了）
原城配水池への送水再開

８／２ 10：00 原城配水池で配水再開（通常時の配水区割へと復旧）

※水道施設では、清掃作業を実施した後に送水や配水を再開しています。

　今回の地震の影響で本市の水源地の水が濁り、水源地から取水を制限したことで、市内広域で水圧低下と断水が
発生しました。地震発生後の対応と復旧までの経過を振り返るとともに、今後の災害対策についてお伝えします。

人吉市の水道

各種団体からご支援いただきました

今後の災害対策

通常時の配水区割（イメージ） 地震後に断水した区域（イメージ）

水源地～各家庭の水の流れ（イメージ）

地震発生後の水道の状況

　自然環境に恵まれた本市には、湧水を水源とする
茂
も が の

ヶ野水源地と古仏頂水源地、井戸水を水源とする
井ノ口水源地があります。水源地で湧き出た水は滅
菌処理を行った後、各配水池へ水が送られて、各家
庭へ配水されます。

　断水への対応にあたり、
さまざまな団体から給水活
動に必要な人員や給水車、
給水タンク、給水袋、ペッ
トボトル飲用水などの支援
をいただきました。

　良質な地下水源の恩恵を受けている人吉市では、
今後、同じような災害が発生した場合、濁りによる
断水が発生する可能性が十分に考えられます。
　市では日本水道協会や災害応援協定団体との連携
強化、給水車の導入を見据えた緊急時対応の体制づ
くり、応急的に利用可能なろ過装置を活用した体制
づくりの研究を行い、災害対策に向けた取り組みを
進めていきます。

令和８年熊本地震に伴う水圧低下と断水
　地震発生後に全ての水源地で水道水質の基準値を
超える濁度（水の濁り）が発生しました。
　井ノ口水源地の濁度はすぐに回復したものの、
茂ヶ野水源地と古仏頂水源地の濁度の回復に時間が
かかり、配水池に送水できない状態が続きました。
　水が不足した原城配水区域、蓬莱配水区域には井
ノ口水源地の能力を最大限に活用し、井ノ口配水区
域を拡大しましたが、各地で水圧低下と断水が発生。
その後、赤池配水区と大畑配水区でも水が不足して
断水が発生しました。
　断水が発生したのは、西校区以外の地域で、最大

約 5,500 戸で断水が発生したと推測されます（西
校区内でも水が出ない地域がありました）。
　その後、古仏頂水源地、茂ヶ野水源地の順に濁度
が回復し、洗管作業※などを経て通常の配水方法に
戻すことができ、水圧低下と断水が解消しました。
　配水後も洗管作業を行いましたが、空気が混入し
ている地域もありました。白く濁っているように見
えますが水質に問題はなく、使用している間に空気
は自然と抜けていきます。

※ 消火栓などで水を抜き、配水管の中に混入した空気や異物
を排出する作業のこと

▲普段の茂ヶ野水源地

空気が混入した水（左）と空気が抜けた後の水（右）
１分程度で空気が抜けて透明になります

▲▼応急給水所の様子

▲洗管作業の様子

▲ポータブル計器による測定

残留塩素計

時間表示のためのスマホ

濁度計

▲地震発生直後に濁りが発生した茂ヶ野水源地

井ノ口井ノ口
水源地水源地

井ノ口井ノ口
水源地水源地

胸
川

胸
川

山
田
川

山
田
川

原城原城
配水池配水池

原城原城
配水池配水池

人吉駅 人吉駅
球磨川球磨川 球磨川球磨川

茂ヶ野茂ヶ野
水源地水源地

茂ヶ野茂ヶ野
水源地水源地

石野公園 石野公園

井ノ口井ノ口
配水池配水池

井ノ口井ノ口
配水池配水池

古仏頂古仏頂
水源地水源地

古仏頂古仏頂
水源地水源地

市役所 市役所

万
江
川

万
江
川

赤池赤池
配水池配水池

赤池赤池
配水池配水池

中小企業中小企業
大学校大学校

中小企業中小企業
大学校大学校

蓬莱蓬莱
配水池配水池

蓬莱蓬莱
配水池配水池

大畑大畑
配水池配水池

大畑大畑
配水池配水池

第三中 第三中

水源地 配水池 各家庭

●茂ヶ野水源地系： 原城配水池、赤池配水池、
　　　　　　 　　　大畑配水池
●古仏頂水源地系：蓬莱配水池
●井ノ口水源地系：井ノ口配水池、上原田配水池

【支援いただいた団体】
・日本水道協会（滋賀県大津市、大阪府堺市、
　福岡県粕屋町、佐賀県唐津市）
・球磨郡錦町、多良木町、あさぎり町
・宮崎県えびの市　・鹿児島県阿久根市
・鹿児島県湧水町　・人吉市管工事協同組合

特集
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日
常
に
支
障
が
出
る
病
気

　

認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
で
脳
の
神
経
細
胞
の
働
き
方
が

変
化
し
、
記
憶
力
や
判
断
力
な
ど

の
認
知
機
能
が
低
下
す
る
こ
と

で
、
社
会
生
活
や
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
す
病
気
で
す
。　

認
知
症
の
症
状
は
大
き
く
２
つ

中
核
症
状
（
認
知
機
能
障
害
）

　

脳
の
働
き
の
低
下
に
よ
っ
て
起

こ
る
症
状

記
憶
障
害

新
し
い
こ
と
が
覚
え
に
く
く
な
る

見
当
識
障
害

日
時
や
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
る

実
行
機
能
障
害

物
事
を
計
画
し
、
順
序
立
て
て
行

う
こ
と
が
難
し
く
な
る

失
語
・
失
認
識
・
失
行

人
や
物
が
分
か
ら
な
く
な
る　
　

周
辺
症
状
（
行
動
・
心
理
症
状
）

　

中
核
症
状
に
本
人
の
体
調
や
性

格
、
生
活
環
境
な
ど
が
影
響
し
て

現
れ
る
も
の

　

認
知
症
に
は
ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
か
、
ま
た
認
知
症
の
一
歩
手
前
の

症
状
と
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

　認知症は長寿社会を生きる私たちにとって、誰も
がなりうる身近な病気です。「もしかして私も……」
と不安になることもあるかもしれませんが、過度に
恐れる必要はありません。医療の進歩で、今は病気
に早く気付き、進行を遅らせながら地域で共に生き
る時代へと変化しています。
　９月の認知症月間に合わせて、認知症についての
正しい知識や早期発見のポイント、地域のサポート
体制を紹介します。

問合せ　市高齢者支援課元気・長生き係
（☎２２－２１１１　内線１２１１）

認知症支援のシンボルカラーであるオレンジ色に水の手橋を
ライトアップします。

地域で見守る応援者「認知症サポーター」になろう

　認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し認
知症の人やその家族を温かく見守り支援する人のこ
とです。市や市地域包括支援センターでは、同サポー
ター養成講座を定期的に開催しています。講座を受
けたい人、講座を開催したい事業者などは、市地域
包括支援センターにお問い合わせください。

養成講座の内容

講話
認知症の種類や症状、認知症の人への
対応方法、認知症の予防、認知症サポー
ターの役割など

グループ
ワーク

認知症への対応、どのような対応を心
掛けるかなど

問合せ　市地域包括支援センター（☎２４－９１９３）

認
知
症
に
な
る
前
の

「
Ｓ
Ｃ
Ｄ
」
と
「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
」

　
「
最
近
、
物
忘
れ
が
増
え
た
気

が
す
る
…
…
」。そ
ん
な
時
に
知
っ

て
お
き
た
い
の
が
、「
Ｓ
Ｃ
Ｄ
」

と
「
Ｍ
Ｃ
Ｉ
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

Ｓ
Ｃ
Ｄ（
主
観
的
認
知
機
能
低
下
）

検
査
で
は
明
ら
か
な
認
知
機
能

の
低
下
が
確
認
さ
れ
ず
、
日
常
生

活
に
も
支
障
は
な
い
も
の
の
、
本

人
が
「
物
忘
れ
が
増
え
た
」「
考

え
る
の
に
時
間
が
か
か
る
」
と
感

じ
て
い
る
状
態
。

例
・
人
の
名
前
が
以
前
よ
り
す
ぐ
に

出
て
こ
な
く
な
っ
た
と
感
じ
る

・
約
束
を
思
い
出
す
ま
で
に
少
し

時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た

Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
軽
度
認
知
障
害
）

　

検
査
で
記
憶
力
や
判
断
力
な
ど

の
低
下
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

日
常
生
活
は
お
お
む
ね
自
立
し
て

い
て
、
認
知
症
に
は
至
っ
て
い
な

い
状
態
。

例
・
薬
を
飲
ん
だ
か
ど
う
か
分
か
ら

な
く
な
る
こ
と
が
あ
る

・
同
じ
話
や
質
問
を
繰
り
返
す
こ

と
が
増
え
た

　

Ｓ
Ｃ
Ｄ
の
人
が
必
ず
Ｍ
Ｃ
Ｉ

へ
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
人
が
必
ず
認
知
症

へ
進
む
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

睡
眠
不
足
や
ス
ト
レ
ス
、
気
分
の

落
ち
込
み
、
薬
の
影
響
な
ど
に

よ
っ
て
、
一
時
的
に
物
忘
れ
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

早
期
の
気
付
き
が
大
切

　

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合

は
、「
年
齢
の
せ
い
」
と
決
め
つ

け
ず
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
や

市
の
相
談
窓
口
へ
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
早
く
気
付
き
、
適
切
な
医
療

や
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
本

人
や
そ
の
家
族
の
安
心
に
つ
な
が

り
ま
す
。

○怒りっぽさ

○介護拒否

○異食

○徘
はいかい

徊など

行動症状

○不安・抑うつ

○幻覚・錯覚

○睡眠障害など

心理症状

　認知症を完全に防ぐ方法はありませんが、生活習慣病の管理や日ごろの健康づくりは、認知機能の維持にも役立
つと考えられています。

バランスの良い食
事を取る

人と交流する 生活リズムを整えて良
質な睡眠を心掛ける

適度に体を動かす 高血圧や糖尿病などの
病気を適切に治療する

※体力や持病には個人差があります。運動などを始めるときは無理をせず、必要に応じて医師に相談しましょう。

特集

認知症の日

９月21日は

タッチするだけ！
もの忘れチェック

仲間と楽しく脳を活性化！
脳いきいき教室

認知症を気軽に学べる
認知症コーナー

　カードゲームやパズルなどを使
い、頭や手を動かしながら楽しく
脳を活性化させる認知症予防教室
です

　市高齢者支援課（市役所１階
６番窓口）に設置しているタブ
レットで現在の認知機能を簡単に
チェックすることができます

　９月は、市図書館と市高齢者支
援課に認知症に関する本などの特
設コーナーを設置。気軽に認知症
を学ぶことができます

　市では、認知症予防のために手軽にできるタブレット診断や、楽しみながら脳の健康を保つ教室、認知症につい
て理解を深める展示などさまざまな取り組みを行っています。
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認
知
症
に
寄
り
添
う

地
域
の
チ
ー
ム

　
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
と
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
チ
ー
ム
を

組
み
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

に
対
し
、
早
期
か
ら
生
活
面
な
ど

の
支
援
を
行
う
取
り
組
み
で
す
。

厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る
認
知
症

施
策
の
一
つ
で
、
全
国
の
市
町
村

で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
地
域
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
。
例
え
ば
、
ご
み
出
し
や

買
い
物
の
手
伝
い
、
外
出
時
の
付

き
添
い
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の

運
営
、
日
常
的
な
声
掛
け
・
見
守

り
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
を
す
る
側
・
さ

れ
る
側
と
い
う
関
係
性
で
は
な

く
、
認
知
症
の
当
事
者
自
身
も
メ

ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
一
緒
に

活
動
で
き
る
の
が
大
き
な
特
徴
で

す
。
住
民
同
士
の
助
け
合
い
に
加

え
、
薬
局
な
ど
の
地
元
企
業
や
専

門
職
も
連
携
し
な
が
ら
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

　

活
動
の
原
点
は
、
京
都
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
認
知
症
予
防
ネ
ッ
ト
」

の
研
修
会
で
聞
い
た
「
優
し
さ
を

絶
え
間
な
く
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に

降
り
注
ぐ
」
と
い
う
考
え
方
に
感

銘
を
受
け
た
こ
と
で
す
。
私
た
ち

が
特
に
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

認
知
症
や
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

高
齢
者
を
支
え
る
家
族
へ
の
お
も

て
な
し
。
本
人
に
付
き
添
っ
て
来

ら
れ
た
家
族
が
、
数
時
間
で
も
自

分
の
時
間
を
持
っ
た
り
、
同
じ
悩

み
を
抱
え
る
人
と
愚
痴
を
こ
ぼ
し

合
っ
た
り
で
き
る
場
所
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。「
住
み
慣
れ

　総合メディカルグループ株式会社が運営する県内
の薬局 10店舗が、令和７年 12月に熊本市からチー
ムオレンジに認定。企業が主体となり、行政区を越
えて構成されたチームとしては、熊本市で初めての
事例です。薬局の強みと専門性を生かし、認知症の
人やその家族をどのように支えているのかを聞きま
した。

上
野
愛
さ
ん

そうごう薬局 熊本中央店
認知症研修認定薬剤師

高
村
高
村 

勇
輝
勇
輝
さ
ん
さ
ん

ひご薬局 下林店
薬局長

「
い
つ
も
と
違
う
」
に
気
付
き

適
切
な
支
援
へ

　

今
回
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
に
認
定

さ
れ
た
総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
グ
ル
ー

プ
株
式
会
社
の
薬
局
10
店
舗
は
県

内
各
地
に
あ
り
、
人
吉
市
で
は
同

グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る
「
ひ
ご
薬

局
」
が
そ
の
一
つ
で
す
。

　

薬
局
に
は
同
じ
患
者
さ
ん
が

定
期
的
に
来
局
す
る
た
め
、
日

常
生
活
の
小
さ
な
変
化
に
気
付

き
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。「
薬
が
余
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
同
じ
質
問
を
繰
り
返
す
」

と
い
っ
た
変
化
で
す
。
身
だ
し

な
み
が
以
前
と
違
っ
た
り
、
小

銭
で
の
支
払
い
が
難
し
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
変
化
が
あ
っ
て
も
、

す
ぐ
に
認
知
症
を
疑
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
人
の
気
持
ち
を
大

切
に
し
、
不
安
や
抵
抗
感
を
与
え

な
い
よ
う
言
葉
を
選
ん
で
声
を
掛

け
ま
す
。
ひ
ご
薬
局
で
は
、
服
薬

が
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
人
に

は
「
自
宅
で
の
薬
の
管
理
も
お

手
伝
い
で
き
ま
す
よ
」
と
案
内

す
る
な
ど
、
相
談
の
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

薬
局
は
、
薬
を
渡
す
だ
け
の
場
所

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
の
変
化

を
捉
え
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機

関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

　住民が主体となり、チームオレンジとして活動する「D
カフェ青い鳥」。認知症カフェ「Dカフェ青い鳥」と認知
症予防ゲームなどを楽しむ「すずめの学校」を運営し、認
知症の人やその家族が気軽に集える居場所をつくっていま
す。活動に込めた思いや大切にしていることを聞きました。

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
地

域
で
支
え
る
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
」。
市
内
で
活
動
す
る
人
た
ち

の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

た
人
吉
市
で
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
、
私
た
ち
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
を
や
る
」。
そ
の
思
い
で
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
場
所

　

活
動
は
平
成
30
年
５
月
に
九
日

町
で
始
め
、
コ
ロ
ナ
禍
や
令
和
２

年
７
月
豪
雨
に
よ
る
休
止
を
経

て
、
令
和
４
年
３
月
か
ら
現
在

の
「
二
条
橋
い
こ
い
の
家
（
上
青

井
町
）」
で
再
開
し
ま
し
た
。
認

知
症
の
人
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が

一
緒
に
食
事
や
会
話
、
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
、
気
負
わ
ず
に
過
ご

せ
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
専
門
職
を
招
き
、
30

分
ほ
ど
話
を
聞
く
機
会
も
設
け
て

い
ま
す
。
熱
中
症
や
栄
養
な
ど
、

身
近
な
暮
ら
し
の
健
康
情
報
を
学

ぶ
大
切
な
時
間
で
す
。

小
さ
な
変
化
に
気
付
け
る
場
所

　

定
期
的
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
食
欲
の
低
下
や
認
知
症
の
症

状
の
進
行
な
ど
、
小
さ
な
変
化
に

気
付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
家
族
と
共
有
で
き
る
の
も
、
継

続
し
て
集
ま
る
か
ら
こ
そ
。
普
段

は
家
族
の
前
で
あ
ま
り
話
さ
な
い

人
が
、
こ
の
場
所
で
は
自
己
紹
介

や
歌
を
楽
し
む
姿
に
、
家
族
が
驚

き
、
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
も
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
手
で
長
く
続
け
る

　

現
在
は
５
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

完
全
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営

し
て
い
ま
す
。
参
加
者
に
振

る
舞
う
料
理
は
そ
れ
ぞ
れ
が

作
っ
て
持
ち
寄
り
、
材
料
費
も

負
担
。
自
分
た
ち
の
思
い
を
大

切
に
す
る
た
め
に
も
、
制
約
や

期
限
が
あ
る
行
政
の
補
助
金
な

ど
に
は
頼
ら
な
い
、
自
主
的

な
運
営
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
の
「
料
理
が
お
い
し

か
っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
っ

た
言
葉
が
、
何
よ
り
の
励
み
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
本
人
だ
け
で

な
く
支
え
る
家
族
に
も
優
し
さ
を

届
け
、「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
誰
か

に
会
え
る
」「
自
分
は
１
人
で
は

な
い
」
と
共
感
で
き
る
よ
う
な
居

場
所
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
に
つ

な
ぐ
、
身
近
な
事
業
者
と
し
て
の

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
に
合
わ
せ
た
服
薬
の
工
夫

　

薬
局
で
は
、
認
知
機
能
が
低
下

し
て
も
安
全
に
服
用
で
き
る
よ

う
、１
回
分
の
薬
を
ま
と
め
る「
一

包
化
」
や
、
お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
の

活
用
、
薬
袋
へ
の
日
付
の
記
載
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
や
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
が
関
わ
れ
る
時
間
帯

に
合
わ
せ
、
服
用
回
数
を
ま
と
め

ら
れ
な
い
か
、
薬
剤
師
か
ら
医
師

へ
提
案
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
薬

に
生
活
を
合
わ
せ
る
の
で
は

な
く
、
生
活
に
薬
を
合
わ

せ
る
」
と
い
う
視
点
で
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
複
数
の
薬
を
服

用
す
る
人
が
増
え
、
そ
の
副
作
用

で
物
忘
れ
や
せ
ん
妄
、
ふ
ら
つ
き

な
ど
、
認
知
症
に
似
た
症
状
が
現

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
薬
剤
師

は
、
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
、
副
作

用
の
可
能
性
を
確
認
し
た
後
、
必

要
に
応
じ
て
医
師
に
情
報
を
提
供

し
、
薬
の
減
量
や
変
更
を
提
案
す

る
こ
と
も
。
不
安
を
与
え
た
り
、

自
己
判
断
で
服
用
を
中
止
し
た
り

し
な
い
よ
う
、
本
人
に
分
か
り
や

す
い
説
明
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

地
域
と
顔
の
見
え
る
関
係
を

　

薬
局
ス
タ
ッ
フ
は
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講

し
、
認
知
症
へ
の
理
解
や
本
人
・

家
族
へ
の
接
し
方
を
学
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
経
験
に
よ
る
対
応
の
差

を
な
く
す
こ
と
。
具
体
的
な
声
掛

け
や
困
り
事
へ
の
対
応
を
ま
と
め

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
整
備
し
、

ど
の
店
舗
で
も
本
人
や
家
族
に
寄

り
添
え
る
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
や
福
祉
関
係
者
な

ど
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
も
重

視
。
薬
や
医
療
に
つ
い
て
の
相
談

に
専
門
的
な
立
場
か
ら
応
じ
る
ほ

か
、
地
域
に
出
向
い
て
情
報
交
換

す
る
な
ど
、
連
携
を
深
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
域
の
人
と
協
力
し

な
が
ら
、
本
人
と
家
族
が
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

参加者全員で昔ながらの歌を歌う時間
は恒例のひととき

飲む薬を一つの袋にまとめ、袋には日
付を書くなどして飲み忘れを防止

高齢者見守りネットワークに登録をお願いします

　認知症などの高齢者を地域全体で見守る仕組みの一つに高齢者見守りネッ
トワークがあります。このネットワークに登録した人やその家族には見守り
シールを配布。衣類や持ち物に貼ることで、いざというときにその人の身元
や連絡先を知ることができます。認知症について困りごとなどがある人は、
地域包括支援センターの認知症地域支援推進員にご相談ください。

認知症地域支援推進員

和
田
希き

み

か
美
香
さ
ん

西
里
美
さ
ん問合せ　市地域包括支援センター（☎２４－９１９３）、

　　　　市高齢者支援課元気・長生き係（２２－２１１１　内線１２１１）

竹
田
竹
田 

文
代
文
代
さ
ん
さ
ん 代

表
代
表　

緒
方

　

緒
方 

貴
美
子

貴
美
子
さ
ん
さ
ん

魚魚う
お
が
え
し

う
お
が
え
し返返 

安
子
安
子
さ
ん
さ
ん

川
内
川
内 

貴貴き

と

こ

き

と

こ
登
子
登
子
さ
ん
さ
ん

魚
返
魚
返 

秀
喜
秀
喜
さ
ん
さ
ん
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空港直行バス利用者１万人達成
つばめエアポートライナー利用者１万人

８/17

　

人
吉
と
鹿
児
島
空
港
を
結
ぶ
乗
合

直
行
バ
ス
「
つ
ば
め
エ
ア
ポ
ー
ト
ラ

イ
ナ
ー
」
の
利
用
者
が
１
万
人
を
達

成
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
８
月
１
日

か
ら
本
格
運
行
を
開
始
し
た
同
バ
ス

は
、
市
内
の
宿
泊
施
設
な
ど
の
停
留

所
と
道
の
駅
え
び
の
（
宮
崎
県
え
び

の
市
）、
鹿
児
島
空
港
を
結
ぶ
も
の

で
、
つ
ば
め
交
通
株
式
会
社
（
中
青

井
町
）
が
運
営
し
て
い
る
も
の
。

　

１
万
人
目
は
帰
省
の
た
め
利
用
し

た
谷
口
智と

も
こ子
さ
ん
（
大
阪
府
）。
市

役
所
バ
ス
停
前
で
、
谷
口
さ
ん
に
同

社
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
旅
行
や
出
張
な
ど
、
鹿
児
島
空

港
利
用
時
は
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

槻木隆幸運行管理マネージャーと記念品を手にする谷口さん

拓本づくりで歴史を体感
拓本をとってしおりをつくろう！

７/25

　

人
吉
城
歴
史
館
の
夏
休
み
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
土
器
の
破
片
な
ど
の
拓
本

づ
く
り
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
考
古
学
の
調
査
で
用

い
ら
れ
る
「
湿し

っ
た
く拓
」
と
、
鉛
筆
で
図

柄
を
写
し
取
る
「
乾か

ん
た
く拓
」
に
挑
戦
。

湿
拓
で
は
、
市
内
の
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
本
物
の
遺
物
を
使
用
。
遺
物
に

紙
を
密
着
さ
せ
た
後
、
墨
を
含
ま
せ

た
タ
ン
ポ
（
丸
め
た
布
）
で
丁
寧
に

た
た
き
、
土
器
に
刻
ま
れ
た
文
様
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。
小
学
５

年
の
米
原
龍り

ゅ
う
せ
い生さ
ん
は
「
文
様
が
少

し
ず
つ
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
面
白

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

水で濡らした脱脂綿で慎重に遺物に紙を密着させた

市役所職員ってどんな仕事？
人吉市子ども参観日

8/7

　

人
吉
市
職
員
の
子
ど
も
た
ち
を
市

役
所
に
招
く
「
子
ど
も
参
観
日
」
を

開
催
し
、
小
学
１
〜
６
年
生
の
27
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ま
ず
松
岡
市
長
と

対
面
し
、
人
吉
の
ま
ち
づ
く
り
や
力

を
入
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
質

問
。そ
の
後
、「
た
ん
け
ん
隊
」と
な
っ

て
、
普
段
は
入
る
機
会
が
な
い
議
場

や
正
副
議
長
室
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。
保
護
者
が
働
く
部
署
に
そ
れ
ぞ

れ
移
動
し
た
後
、
ほ
か
の
職
員
と
手

作
り
名
刺
を
交
換
し
た
ほ
か
、
ラ
ベ

ル
貼
り
な
ど
仕
事
の
一
部
を
体
験

し
、
保
護
者
の
仕
事
や
市
役
所
の
役

割
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

子どもたちは議場で議長席からの眺めなどに興味を示した

寺子屋で育む学びと交流
西間上町寺子屋

8/4

　

西
間
上
町
内
会
で
は
、
夏
休
み

期
間
中
に
子
ど
も
た
ち
の
学
び

と
交
流
の
場
「
西
間
上
町
寺
子

屋
」
を
町
内
の
公
民
館
で
開
き
ま

し
た
。
保
護
者
か
ら
の
要
望
を
受

け
、
初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

寺
子
屋
は
19
日
間
開
放
。
集
中
で

き
る
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は

夏
休
み
の
宿
題
や
自
由
研
究
、
工
作

な
ど
に
熱
中
。
上
級
生
が
下
級
生
に

勉
強
を
教
え
る
と
い
っ
た
場
面
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
こ
ろ
ば
ん

体
操
」
や
「
デ
イ
サ
ロ
ン
」
の
参
加

者
な
ど
と
触
れ
合
う
機
会
も
あ
り
、

世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

民生委員・児童委員の西 斉也さんが一人一人をサポート

災害時の物流体制を強化
災害時の物資配送等に関する協定締結式

7/22

　

市
で
は
、
災
害
時
の
救
援
物
資
の

配
送
や
集
配
拠
点
の
運
営
を
円
滑
に

行
う
た
め
、佐
川
急
便
株
式
会
社（
京

都
府
）
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

災
害
時
は
支
援
物
資
が
届
く
一
方
、

物
資
の
管
理
や
車
両
の
確
保
、
受
入

倉
庫
の
不
足
な
ど
で
、
避
難
所
へ
の

配
送
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
課
題

で
す
。こ
う
し
た
課
題
解
決
に
向
け
、

各
地
の
自
然
災
害
で
支
援
実
績
の
あ

る
同
社
と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

締
結
式
で
松
岡
市
長
は
「
豪
雨
災

害
で
、
必
要
な
物
を
必
要
な
人
へ
届

け
る
難
し
さ
を
実
感
し
た
。
今
後
は

具
体
的
な
備
え
を
進
め
た
い
」
と
意

欲
を
示
し
ま
し
た
。

人吉球磨地域では、球磨郡多良木町、湯前町に続いて３例目

道路や河川の景観整えて
人吉市建設協会清掃ボランティア

8/7

　

人
吉
市
内
の
建
設
業
者
で
つ
く
る

人
吉
市
建
設
協
会
が
、
地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
道
路
や
河
川
の
清
掃
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
松
岡
市
長
は
「
毎
年
、

市
の
手
が
届
い
て
い
な
い
場
所
へ
の

力
添
え
は
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
感

謝
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
４
班
に
分

か
れ
、
願
成
寺
町
、
西
間
上
町
、
城

本
町
、
九
日
町
〜
新
町
ま
で
の
各
所

で
作
業
。
茂
田
川
（
西
間
上
町
）
護

岸
の
草
刈
り
や
大
橋
歩
道
の
除
草
、

堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
な
ど
に
汗
を

流
し
、
お
盆
の
帰
省
客
や
観
光
客
、

地
域
住
民
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
、
ま
ち
の
景
観
を
整
え
ま
し
た
。

30事業所から42人が参加し汗を流した

空を見上げて被災地の復興に思いはせ 第71回人吉花火大会

　

先
祖
へ
の
鎮
魂
、
そ
し
て
人
吉
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
も
親
し
ま
れ
る
人
吉
花
火

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

打
ち
上
げ
前
に
は
、
令
和
８
年
熊
本
地
震
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
花
火
を
打
ち
上

げ
、
観
客
ら
は
静
か
に
夜
空
を
見
つ
め
、
被
災
地
の
い
ち
早
い
復
興
に
思
い
を
寄
せ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
色
鮮
や
か
な
花
火
が
次
々
と
打
ち
上
が
る
と
夜
空
が
大
輪
の
花

で
満
開
に
。
本
市
出
身
の
内
村
光て

る
よ
し良
さ
ん
協
賛
の
花
火
に
は
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
歓

さまざまなパフォーマンスを披露し会場を盛り上げた

会場周辺には出店が並び、長蛇の列ができるほど盛況 約５千発の花火が人吉の夜空を彩った

8/15
声
が
上
が
り
ま

し
た
。
来
場
者

は
花
火
を
眺
め

な
が
ら
食
事
を

楽
し
む
な
ど
思

い
思
い
に
夏
の

ひ
と
と
き
を
満

喫
し
て
い
ま
し

た
。
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復
旧
復
興
情
報

復
旧
復
興
情
報 ▲ ワークショップ後に参加者は記念撮影

やサインを求めるなどして楽しんだ
▲   Konaさん（左）とYunaさん（右）。
人吉への来訪は今回で２回目

（仮称）紺屋町公園を開放します

　市では、災害に強いまちづくりに向け、狭い道路
や道路に接していない敷地など、都市基盤の課題を
解消するため、紺屋町土地区画整理事業に取り組ん
でいます。その一環として現在進めているのが、（仮
称）紺屋町公園の整備です。
　この公園は、市民や観光客の憩いの場としていく
とともに、周辺の住宅やお店などと連携し、まちの
回遊性や価値を高める公園を目指しています。また、
公園の中心には泉田川が流れ、雨が降ったときには
雨水が川に流れ込む仕組みとなっています。
　今回、本格的な整備に先立ち、整備予定地に暫定
的な公園を設け、その利用方法や効果を検証する社
会実験を行います。実際に整備を予定している場所
に人工芝や樹木、テーブル、ベンチなどを設置し、
社会実験期間中は誰でも自由に利用できる空間とし
て開放する予定です。併せて、夜間照明の効果を検
証するほか、「緑の流域治水」の取り組みの一つで
ある、雨庭の設置に向けた雨水の浸透試験を行いま
す。雨庭についての社会実験は、人吉高と南稜高（球
磨郡あさぎり町）と連携し、生徒がこの公園に適し
た雨庭を提案。その内容を基に現地へ実際に設置
し、令和９年７月まで雨水の浸透状況などを検証し
ます。

問合せ　市市街地復興課市街地復興係（☎２２－２１１１　内線２２１５）

映画『夏空ダンス』出演者がプロダンサーとして人吉を再訪

　令和５年に公開された、本市出身の内村光
てるよし

良さ
んが監督・脚本を務めた短編映画『夏空ダンス』。
ダンサーを夢見る高校生の青春と、令和２年７月
豪雨災害から復興途上の人吉の姿を重ねて描いた
この作品に出演した K

コ ナ

ona（島雄こなつ）さんと
Y
ユ ウ ナ

una（上田祐凪）さんが、８月 17 日・18 日に
再びプロダンサーとして人吉を訪れました。映画
では、Kona さんが主人公・川辺夏子を、Yuna さ
んが主人公の友人のダンス部員を演じています。
　現在、２人はプロダンスリーグ「D

デ ィ ー リ ー グ

.LEAGUE」
に参戦するダンスチーム「M

メ デ ィ カ ル

edical C
コ ン シ ェ ル ジ ュ

oncierge
I
ア イ ム ー ン

'moon」のメンバーとして活躍。また、３
歳からの幼なじみでもある２人は、女性ダン
スチーム「L

リ ヤ ン

ien」としても活動しています。
　映画撮影で滞在した人吉市は、２人の思い出の場

公園利用
　樹木やベンチを設置し、憩いや休憩場所となる仮
設の公園空間をつくります。期間中は誰でも自由に
利用できます。
期間：10月１日（木）～令和９年７月末（予定）
※工事状況によっては、利用期間を変更する場合が
あります。

夜間照明　
　樹木などのライトアップを行います。景観の向上
や歩行などの安全性について、その効果を検証しま
す。
期間：10月１日（木）～ 12月末 (予定）

雨庭浸透試験
　公園に適した雨庭を設置するため、高校生と連携
し、雨水が地中に浸透しやすい土の構造などを調べ
る実験をします。
期間：10月１日（木）～令和９年７月末（予定）

▲ 詳しくは
こちら

※ 社会実験の詳しい内容は SNS（会員
制交流サイト）などで発信していきま
す。２次元コードからご覧ください。

▲ 将来の（仮称）紺屋町公園整備イメージ

公園を囲み安全性を公園を囲み安全性を
確保する築山確保する築山

石材ベンチ石材ベンチ

石積みによる勾配の緩和石積みによる勾配の緩和

雨庭実験エリア雨庭実験エリア

公園利用エリア公園利用エリア

▲ 今回の社会実験イメージ

▲ 社会実験実施場所

国道 445 号

←球磨川 大
橋

山
田
川

←

▲ 初級クラスには約15人が参加。ダン
ス初挑戦の人にも丁寧に指導した

下青井町会館　完成へ着々

　令和２年７月豪雨で被災した下青井町会館の移転
新築工事に伴う上棟式が８月３日、建設地で行われ、
町民らが工事関係者への感謝を伝えるとともに、工
事の安全と無事な完成を祈りました。
　新しい会館は現在の町内会館の隣に建設。浸水対
策として床を高くするなど、災害を考えた設計が施
されています。
　神事の後、松延修司町内会長は「工事関係者の皆
さんのおかげで、無事に立派な棟が上がった。完成
まで安全第一で作業を進めていただきたい。町民一
同、完成を楽しみにしている」とあいさつ。
　施工を担う宮原建設株式会社の池

いけのうえ

之上未由季代表
取締役社長は「これまでの町内会館で皆さんが多く
の思い出を刻んできたように、新しい会館も、地域
に愛される場所となるよう、完成まで全力を尽くし
ていく 」と話していました。

▲ 同会館は９月末に完
成を予定

▲

 ５月２日には地鎮祭
を執り行い、工事の
安全を願った

社会実験場所

ホテル

球磨川

山
田
川

大
橋

銀行
カフェ

445

所。「もう一度、人吉で踊りたい」「ダンスを通じて
人吉に貢献したい」との思いから、２人にとって
地方初となるワークショップを企画しました。８
月 17 日、市内のダンススタジオ「J

ジェイミックス

-MIX d
ダ ン ス

ance
s
ス ク ー ル

chool スタジオ（相良町）」で初級・中級の２部
制で開催。人気ロックバンドの楽曲などを課題曲
に、２人が考えたオリジナルの振り付けを練習。約
１時間のレッスンを経て、最後は参加者全員が笑顔
で踊り切りました。Yuna さんは「ダンスは楽しむ
ことが一番大切だということを直接伝えたい」と
話し、Kona さんも「２人だからこそ表現できるダ
ンススタイルを知って、好きになってもらえたら
うれしい」と、今後の活動への思いを語りました。
　滞在中は球磨川くだりを体験したほか、映画の撮
影地を巡りるなどして、人吉を満喫していました。
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ハーフマラソンの部
参加料　6,500 円（定員：1,700 人）
10kmの部
参加料　一般：4,500 円（定員：700 人）
　　　　高校生：2,000 円（定員：50人）
３kmの部
参加料　一般：4,500 円（定員：250 人）
　　　　中高生：2,000 円（定員：100 人）
２kmの部
参加料　ファミリー（小学生以上２人）：4,000 円
　　　　／１人追加につき＋ 2,000 円（定員：150 組）
　　　　小学４～６年生：2,000 円（定員：100 人）

問合せ　
ひとよし温泉マラソン実行委員会事務局（市社会教
育課内　☎２２－２１１１　内線４０２３）

参加賞
温泉入浴券・オリジナルタオル・食事券
申込方法　ひとよし温泉マラソンエ
ントリーサイトから申し込んでくださ
い。窓口・郵送での申し込みはできま
せん。詳しくは市ホームページをご覧
ください。
申込期間　９月 15日（火）～ 11月 15日（日）

▲ 市ホーム
ページ

問合せ問合せ　くまろんフェア実行委員会（市農業振興課内　☎２２－２１１１　内線２５０２）　くまろんフェア実行委員会（市農業振興課内　☎２２－２１１１　内線２５０２）1717 HITOYOSHI　2026.09.01HITOYOSHI　2026.09.01 16広報ひとよし　９月号



情報ひろば
内容が変更になることがあります。
詳しくはお問い合わせください。

お
知
ら
せ

　

定
例
会
を
開
催
し
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

期
日　

９
月
24
日
㈭

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　

市
役
所
４
階
委
員
会
室
１

問
合
せ　

市
学
校
教
育
課
総
務
係

人
吉
市
教
育
委
員
会

定
例
会
を
傍
聴
で
き
ま
す

年
金
受
給
者
の
扶
養
親
族
等

申
告
書
が
届
き
ま
す

　

老
齢
年
金
な
ど
は
所
得
税
が
か

か
る
た
め
、
受
け
取
る
年
金
が
一

定
額
以
上
の
人
は
年
金
か
ら
所
得

税
な
ど
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
毎
年
、
所

得
税
課
税
対
象
者
に
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
を
郵
送
し
て
い
て
、

令
和
９
年
分
は
、
９
月
か
ら
順
次

整
骨
院
に
は
正
し
く

か
か
り
ま
し
ょ
う

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復

師
が
行
う
施
術
は
、
国
民
健
康
保

険
の
対
象
に
な
る
場
合
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
の
内
容

を
確
認
し
、
負
傷
の
原
因
を
正
確

に
伝
え
て
施
術
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

国
保
が
使
え
る
場
合

○
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
の
打
撲
や
捻

挫
○
骨
折
や
脱
臼
（
医
師
の
同
意
が

必
要
）

国
保
が
使
え
な
い
場
合
（
全
額
自

己
負
担
）

○
単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

○
内
科
的
要
因
の
病
気
に
よ
る
こ

り
や
痛
み

○
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

支
給
し
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？

障
害
者
手
当
制
度

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の

要
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
児
童
】

20
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体
に

中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
児

　

常
時
介
護
が
必
要
な
最
重
度
の

在
宅
障
が
い
者
に
対
し
て
、
次
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
20
歳
以
上
】

特
別
障
害
者
手
当

＝
月
額
３
万
４
５
０
円

※
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
に
定

め
る
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
、

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
３
カ
月
を

超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
20
歳
未
満
】

障
害
児
福
祉
手
当

＝
月
額
１
万
６
５
６
０
円

※
障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給

す
る
人
、
児
童
福
祉
法
な
ど
に
定

め
る
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

最
重
度
の
人
と
は

　

重
度
の
肢
体
不
自
由
や
精
神
障

　

９
月
支
払
い
分
（
７
・
８
月
分
）

の
児
童
扶
養
手
当
（
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生
活
と

自
立
を
助
け
る
手
当
）
は
、
９
月

11
日
㈮
に
指
定
の
金
融
機
関
の
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。
現
況
届
を

提
出
し
て
い
な
い
人
な
ど
は
、
支

払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。
至
急
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど

も
福
祉
係 児

童
扶
養
手
当

９
月
支
払
い
分
を
振
り
込
み
ま
す

発
送
予
定
で
す
。

　

所
得
税
の
扶
養
控
除
を
受
け
る

に
は
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
し
な
い

と
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
税

金
が
多
く
徴
収
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
０
５
７
０
‐
０
８
１
‐

２
４
０
）、八
代
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
６
５
‐
35
‐
６
１
２
３
）

○
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長

期
の
施
術

○
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲

労
改
善

○
仕
事
中
や
通
勤
中
の
負
傷
（
労

災
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
）

問
合
せ　

市
市
民
課
国
保
年
金
係

童
。
た
だ
し
、
障
が
い
を
理
由
に

年
金
を
受
給
す
る
児
童
や
、
児
童

福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

児
童
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
手
当
額
】

１
級
＝
月
額
５
万
８
４
５
０
円

２
級
＝
月
額
３
万
８
９
３
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
係

が
い
の
た
め
、
絶
対
安
静
が
永
続

し
た
り
、
食
事
な
ど
身
の
回
り
の

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た

り
と
日
常
生
活
が
著
し
く
制
限
さ

れ
る
人
な
ど
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
係人

吉
市
戦
没
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
戦

没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
の
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式

を
開
催
し
ま
す
。

期
日

10
月
３
日
㈯

時
間　

午
前
10
〜
11
時

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
小

ホ
ー
ル

問
合
せ　

市
福
祉
課
福
祉
政
策
係 問合せ　市防災課防災係（☎２２－２１１１　内線３２４２）

　市内全域を対象に、Ｘ国から弾道ミサイルが発射
された場合を想定した住民参加型の避難訓練を実施
します。当日は、防災行政無線や防災ラジオを使っ
て弾道ミサイル発射などの状況を訓練放送します。
市民の皆さんは、避難行動をとった後、緊急一時避
難施設であるスポーツパレスに避難をお願いしま
す。個人や家族、地域でぜひ参加してください。

※気象警報などが発表された場合は中止します

タイムスケジュール（予定）

プラスワンの取り組み
家庭や地域でできることを一つでも
実践してみましょう！

〇避難場所・避難経路の確認

〇防災情報の確認

〇備蓄品、非常持出品の確認※ 避難者受付訓練も行いますので、マイナンバー
カードか運転免許証を必ずお持ちください。

8:30 弾道ミサイル発射の伝達

8:40 弾道ミサイル日本国通過の伝達

9:10 避難完了

9:30 避難訓練講評と振り返り

10:00 防災研修

防災行政無線と防災ラジオなどでお知らせします

　「災害関連死を防ぐために、みんなができること」
と題して防災研修を開催します。ぜひご参加くださ
い。
講師
内閣府政策統括官（防災担当）付
参事官（避難支援担当）付

黒濵 綾子さん

訓練当日の避難行動 　弾道ミサイルは、発射から 10分もしないうちに日本に着弾する可能性がありま
す。国からの緊急情報を瞬時に伝える「Ｊアラート」が防災行政無線などから流れ
たら、落ち着いて直ちに行動してください。

屋外にいる場合
近くの建物の中などに避難

建物がない場合
物陰に身を隠すか、地面に伏
せて頭部を守る

屋内にいる場合
窓から離れるか、窓のない部
屋に移動する

詳しい避難行動は右の２次元コードから国民保護ポータルサイトでご確認ください。

出典：政府広報オンライン「弾道ミサイルの飛来を告げる Jアラートが！身を守るための行動とは？」

▲  内閣官房　国民保
護ポータルサイト

＋１
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さ
ざ
な
み
☆
う
ぉ
〜
む
は
あ
と

は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
っ
て
交
流
す
る
場
で
す
。

時
間　

午
前
10
時
〜

場
所　

さ
ざ
な
み
保
育
園

２
日
㈮　

給
食
体
験
（
午
前
10
時

30
分
〜
）

７
日
㈬　

年
齢
別
活
動（
０
歳
児
）

14
日
㈬　

年
齢
別
活
動
（
１
・
２

歳
児
）

28
日
㈬　

子
育
て
講
座
「
言
葉
の

発
達
」、講
師
：
上
村
は
る
か
さ
ん
、

場
所
：
い
こ
い
の
家
さ
ざ
な
み

29
日
㈭　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

う
ぉ
〜
む
は
あ
と

10
月
の
案
内

　

認
知
症
カ
フ
ェ
「
Ｄ
カ
フ
ェ
青

い
鳥
」
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥

10
月
の
案
内

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
を
出
張
開
催
し
ま
す
。

期
日　

９
月
28
日
㈪

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

下
漆
田
町
公
民
館

テ
ー
マ　
「
秋
の
は
じ
ま
り
・
散

歩
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

※
サ
ー
ク
ル
活
動
、
自
由
利
用
、

保
育
相
談
は
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

利
用
料　

無
料
（
材
料
代
な
ど
を

除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

さ
ざ
な
み
☆

う
ぉ
〜
む
は
あ
と
（
☎
22
‐

７
１
７
７
）、
さ
ざ
な
み
保
育
園

（
☎
22
‐
５
５
１
９
）

相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り

秋
の
開
帳 催

し

家
族
、
地
域
住
民
、
認
知
症
に
関

心
の
あ
る
人
な
ど
誰
で
も
気
軽
に

集
い
、
交
流
や
情
報
共
有
が
で
き

る
憩
い
の
場
で
す
。
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

10
月
14
日
㈬

時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

場
所　

二
条
橋
い
こ
い
の
家
（
上

青
井
町
１
８
１
番
地
）

参
加
費　

１
人
１
０
０
円

　

人
吉
・
球
磨
地
域
に
あ
る
35
の

札
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
利
益
の
あ

る
観
音
様
が
祭
ら
れ
て
い
る
相
良

三
十
三
観
音
の
秋
の
開
帳
を
開
催

し
ま
す
。

期
間　

９
月
20
日
㈰
〜
26
日
㈯

時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
ご

ろ※
開
帳
状
況
は
札
所
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

相
良
三
十
三
観
音
協
議

会
事
務
局
・
観
音
寺
（
☎
22
‐

３
７
９
３
）

▲ 詳しくは
こちら

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

８
組
程
度
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

９
月
25
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
で

命
を
守
ろ
う

自
転
車
保
険
の
加
入
は

お
済
み
で
す
か
？

令
和
８
年
社
会
生
活
基
本

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
で
す

▲ 詳しくは
こちら

▲ 詳しくは
こちら

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
や
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
の
政

策
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
社
会
生
活
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

10
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

　市では、市内にある空き家の実態を把握するため、
株式会社ゼンリン熊本支店に調査を委託しています。
　９月 10日（木）から委託業者のポロシャツと腕章
を着用した調査員が市内の空き家の現地調査を実施し
ます。調査は日中に行い、夜間に調査することはあり
ません。調査へのご理解とご協力をお願いします。

ご注意ください！
本調査で、調査員が戸別訪問を行ったり、電話を
かけたりすることはありません。また、費用の請
求や個人情報を聞くことも一切ありませんので、
不審な訪問や電話には十分ご注意ください。

　

毎
年
９
月
は
動
物
愛
護
月
間
で

す
。
人
と
動
物
が
共
に
幸
せ
に
生

き
て
い
け
る
社
会
の
実
現
に
は
、

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
が
必

要
で
す
。
次
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

・
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
う

（
動
物
の
遺
棄
は
犯
罪
で
す
）

・
ふ
ん
尿
な
ど
で
近
隣
の
環
境
を

悪
化
さ
せ
な
い

・
不
妊
去
勢
手
術
な
ど
を
実
施
し
、

む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い

・
盗
難
や
迷
子
を
防
ぐ
た
め
、
鑑

札
票
や
迷
子
札
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
な
ど
を
付
け
、
所
有
者

を
明
ら
か
に
す
る

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

毎
年
、
秋
か
ら
交
通
事
故
死
者

数
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
、

今
年
も
「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
暗
く
な
る
の

が
早
く
な
り
ま
す
の
で
、
車
や
自

転
車
の
ラ
イ
ト
は
早
め
の
点
灯
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

期
間　

９
月
21
日
㈪
〜
30
日
㈬
の

10
日
間

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

＝
９
月
30
日
㈬
」

運
動
の
重
点

【
歩
行
者
】
歩
行
者
の
安
全
確
保

と
反
射
材
用
品
の
着
用
促
進

【
自
動
車
】
夕
暮
れ
時
の
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
と
飲
酒
運
転
や
「
な

が
ら
ス
マ
ホ
」
の
根
絶

【
自
転
車
】
自
転
車
・
特
定
小
型

原
動
機
付
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

の
理
解
・
遵
守
の
徹
底

問
合
せ　

市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
自
治
支
援
係

　

株
式
会
社
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ

ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
が
、
市
内
で
計

画
し
て
い
る
風
力
発
電
事
業
の
公

聴
会
を
開
催
し
ま
す
。
公
聴
会
で

意
見
を
述
べ
た
い
人
は
、
事
前
に

申
し
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日

10
月
１
日
㈭

時
間　

午
後
２
〜
５
時

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
２
階

第
１
会
議
室

問
合
せ　

県
環
境
保
全
課
環
境
審

査
班
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
２
６
８
）

風
力
発
電
事
業
の

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　

令
和
３
年
10
月
か
ら
自
転
車
損

害
賠
償
保
険
な
ど
へ
の
加
入
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
を

使
う
場
合
は
、
自
分
に
合
っ
た
保

険
を
選
び
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

県
く
ら
し
の
安
全
推

進
課
（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
２
９
３
）

て
、
調
査
員
が
調
査
を
お
願
い
す

る
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、
回
答

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
省
統
計
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
統
計
調
査
課
（
☎

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
７
９
）

▲ 調査員は黒色のポロシャツと腕章を着用し、必ず調査員証を
携行しています

調査目的　空き家の実態調査（建築物の状況確認や
景観などの把握のため、写真撮影を行います）
調査期間　９月10日（木）～ 12月 28日（月）予定
調査員　株式会社ゼンリン熊本支店の調査員（ポロ
シャツ・腕章着用、調査員証を携行）

問合せ　市地域コミュニティ課自治支援係（☎２２－２１１１　内線１０６２）

市では
株式会社

SAM
PLE

SAM
PLE

す
ず
め
の
学
校

　

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥
で
は
認
知
症

予
防
ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流
す
る

「
す
ず
め
の
学
校
」
を
開
い
て
い

ま
す
。
脳
が
刺
激
さ
れ
る
笑
い
あ

り
、
癒
や
し
あ
り
の
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
同

士
の
交
流
が
自
然
に
深
ま
り
、頭
・

体
・
心
が
元
気
に
な
り
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

10
月
28
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

二
条
橋
い
こ
い
の
家

参
加
費　

１
人
１
０
０
円

問
合
せ　

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥
（
☎

22
‐
３
４
９
３
）

問合せ　市文化課文化財係（☎２２－２３２４）

人吉城跡本丸には入れません

通行止区間 工事箇所 危険区域

　令和８年熊本地震の影響で、崩落の危険
があることから、人吉城跡本丸への立ち入
りを終日禁止しています。ご迷惑をお掛け
しますが、ご理解くださいますようお願い
します。
立ち入り禁止期間　～未定
※ 復旧完了次第、広報ひとよしなどでお知
らせします。
場所　人吉城跡本丸

水
の
手
橋

ふるさと
歴史の広場

胸川

相良神社

球磨川

※令和２年７月豪雨災害復旧工事の通行止めにもご注意ください。

令和８年熊本地震の令和８年熊本地震の
影響で立ち入り禁止影響で立ち入り禁止
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市税務課収納係（内線１０５５）問

便利な口座振替をご利
用ください。金融機関
で手続きができます。

納期限
９月30日（水）

９月の納税
◎固定資産税（第３期）
◎国民健康保険税（第３期）
◎介護保険料（第３期）
◎後期高齢者医療保険料
　（第３期）

心
の
悩
み
を
誰
か
に

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

巡
回
不
動
産
相
談
会

犬
や
猫
の
こ
と
で
困
っ
た
ら

相
談
専
用
窓
口
へ
！

熊
本
県
行
政
書
士
会

無
料
相
談

相
談

市環境課廃棄物対策係（内線２０７２）問

祝日のごみ収集
ごみ分別アプリ

クリーンプラザへの持ち込みはできません。
９月21日（月）は月曜が収集日の地区だけ収集します。

　

９
月
10
日
㈭
〜
16
日
㈬
の
１
週

間
は
「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
が
重
な
る
と
、

誰
で
も
「
心
が
苦
し
い
」「
生
き

る
の
が
つ
ら
い
」
と
い
っ
た
気
持

ち
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
悩

み
が
あ
る
と
き
や
困
っ
て
い
る
と

き
は
一
人
で
抱
え
ず
に
誰
か
に
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

電
話
相
談
窓
口

〇
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相
談

（
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

☎
０
９
６
‐
３
８
６
‐
１
１
６
６

　

不
動
産
の
売
却
や
購
入
、賃
貸
、

管
理
、
空
き
地
、
空
き
家
な
ど
不

動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
専
門
相
談
員
が
分
か

　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
内
に

「
犬
猫
等
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。「
ペ
ッ
ト
が
い

な
く
な
っ
た
」「
野
良
猫
に
困
っ

て
い
る
」
な
ど
、
犬
や
猫
な
ど
に

関
す
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
猫
等
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
９
６
４
‐
27
‐
８
１
１
５

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

※
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
開
設
時
間
外

で
「
迷
い
犬
を
見
か
け
た
・
保
護

し
た
」「
飼
い
犬
が
人
を
噛
ん
だ
」

な
ど
の
緊
急
事
案
が
発
生
し
た
場

合
は
、
人
吉
保
健
所
（
☎
22
‐

３
１
０
８
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

内
容　

各
種
許
認
可
・
登
録
に
関

す
る
こ
と
、
法
人
設
立
に
関
す
る

こ
と
、
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ

と
な
ど

電
話
無
料
相
談

期
日

10
月
１
日
㈭

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

☎
０
９
６
‐
３
８
５
‐
７
３
０
１

街
頭
無
料
相
談
会

期
日

10
月
14
日
㈬
・
15
日
㈭

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

鶴
屋
百
貨
店
本
館
７
階
レ

ス
ト
ラ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー　

レ
ス
ト

ス
ペ
ー
ス
（
熊
本
市
中
央
区
手
取

本
町
６
番
１
号
）

問
合
せ　

熊
本
県
行
政
書
士

会
（
☎
０
９
６
‐
３
８
５
‐

７
３
０
０
）

９/21（月）○ 燃えるごみだけ
９/22（火） ×
９/23（水） ×

　

向
学
心
に
富
み
、
能
力
が
あ
る

　

人
吉
球
磨
准
看
護
学
院
の
令
和

９
年
４
月
入
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
試
験
日
な
ど
詳
し
く
は
、
人

吉
市
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

採
用
予
定
人
数　

第
２
種
電
気
工
事
士
：
１
人
程
度

（
年
度
中
途
採
用
）

一
般
事
務
職
（
高
校
卒
業
程
度
）：

１
人
程
度
（
年
度
中
途
採
用
）

１
次
試
験

10
月
３
日
㈯

２
次
試
験

10
月
下
旬

申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
お
持
ち
に
な
る
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙

は
郵
送
請
求
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

９
月
11
日
㈮
（
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

問
合
せ　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組

合
総
務
課
（
☎
23
‐
３
０
８
０
）

　

人
権
思
想
の
普
及
・
啓
発
活
動

と
し
て
、
人
吉
球
磨
地
域
の
住
民

を
対
象
と
し
た
人
権
川
柳
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

言
葉
を
川
柳
で
表
現
す
る
こ
と

で
、
身
近
に
あ
る
人
権
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

応
募
方
法　

作
品
（
１
人
２
句
ま

で
）、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
す

る
か
フ
ァ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

９
月
30
日
㈬

送
付
先
・
問
合
せ　

熊
本
地
方

法
務
局
人
吉
支
局
（
☎
22
‐

３
３
９
３　

℻
24
‐
３
６
６
７
）

令
和
９
年
度

人
吉
市
奨
学
生
募
集

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座
」
で

子
育
て
力
ア
ッ
プ
！

弓
道
教
室

参
加
者
募
集

１
日
で
学
べ
る
！

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

人
吉
・
球
磨
人
権
川
柳

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

人
吉
球
磨
准
看
護
学
院
の

生
徒
を
募
集
し
ま
す

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

職
員
採
用
試
験

▲ 市ホーム
ページ

▲ 詳しくは
こちら

▲ 詳しくは
こちら

募
集

講
座

　

子
育
て
中
の
家
族
の
た
め
の
講

座
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

テ
ー
マ　

子
ど
も
の
体
幹
、
親
子

体
操
な
ど

講
師　

中
濱
幸ゆ
き
ひ
ろ浩
さ
ん

対
象
者　

０
〜
３
歳
の
乳
幼
児
を

持
つ
家
族

期
日　

９
月
27
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

中
原
コ
ミ
セ
ン

定
員　

６
組
程
度
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

９
月
18
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

　

運
動
が
苦
手
だ
け
ど
、
少
し
体

を
動
か
し
た
い
人
、
姿
勢
に
悩
ん

で
い
る
人
な
ど
、
一
度
弓
道
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
初
心
者
・

経
験
者
大
歓
迎
で
す
。

対
象

18
歳
以
上
の
人
（
小
学
５

年
生
以
上
の
児
童
・
生
徒
・
学
生

も
参
加
可
能
。
そ
の
場
合
、
保
護

者
の
同
意
と
送
迎
が
必
要
）

期
間

10
月
６
日
㈫
〜
11
月
26
日

㈭
の
毎
週
火
・
木
曜

時
間　

午
後
７
〜
９
時

場
所　

人
吉
弓
道
場（
市
役
所
裏
）

定
員

10
人
程
度

参
加
費　

２
千
円

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
弓
道
連
盟

事
務
局
（
徳
澄
さ
ん　

☎
０
７
０

‐
５
２
７
２
‐
１
５
６
２
）

　

ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操

作
を
１
日
で
学
べ
る
パ
ソ
コ
ン
講

座
で
す
。
就
職
活
動
に
向
け
て
パ

ソ
コ
ン
に
慣
れ
た
い
人
や
、
自
分

の
ス
キ
ル
を
確
認
し
た
い
人
に
お

す
す
め
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
あ
れ
ば
、
自
宅
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
参
加
で
き
ま
す
。

対
象

15
〜
49
歳
の
求
職
者

り
や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
。
市
空
き

家
担
当
に
よ
る
空
き
家
相
談
や
弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
も
同
時
開

催
し
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
相
談
は
無
料
で
す
。

期
日

10
月
７
日
㈬

時
間　

午
後
１
〜
３
時

場
所　

市
役
所
３
階
３
０
１
会
議

室問
合
せ　

公
益
社
団
法
人
熊
本

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
（
☎

０
９
６
‐
２
１
３
‐
１
３
５
５
）

　令和８年熊本地震の発生で延期していた
「GO！ GO！ラリー in 熊本 2026」の写真展
を９月１日から開催しています。
　５月 16・17 日に開催されたイベントで約
120 台のクラシックカーが市内を駆け抜けた
様子など、貴重な写真をぜひご覧ください。
期日　～９月 30日（水）（土・日曜、祝日を除く）
場所　市役所１階市民コーナー

問合せ　 市商工観光課観光物産係（☎２２－
２１１１　内線２１３１・２１３２）

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

〇
熊
本
い
の
ち
の
電
話

☎
０
９
６
‐
３
５
３
‐
４
３
４
３

（
年
中
無
休
、
24
時
間
対
応
）

問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
係

期
日　

９
月
24
日
㈭

時
間　

ワ
ー
ド
編
：
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
、
エ
ク
セ
ル
編
：
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
（
八
代
市
大
手

町
２
丁
目
１
番
１
３
号
２
階
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
可

定
員　

３
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
（
☎

０
９
６
５
‐
37
‐
８
７
３
９
）

に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
な
理
由

で
修
学
が
困
難
な
人
に
、
奨
学
金

を
給
付
ま
た
は
貸
与
し
て
い
ま

す
。
募
集
要
項
や
申
し
込
み
に
必

要
な
書
類
は
、
市
学
校
教
育
課
総

務
係
（
市
役
所
４
階
４
‐
１
番
窓

口
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

申
込
期
限

10
月
30
日
㈮

問
合
せ　

市
学
校
教
育
課
総
務
係

覧
く
だ
さ
い
。

入
学
試
験

10
月
11
日
㈰
〜
令
和

９
年
２
月
21
日
㈰
に
５
回
実
施

願
書
受
付
期
間
（
試
験
日
：
10
月

11
日
）　

９
月
28
日
㈪
〜
10
月
２

日
㈮

問
合
せ　

人
吉
球
磨
准
看
護
学
院

（
☎
22
‐
２
９
６
２
）

〒
８
６
８
‐
０
０
５
６　

熊
本
県

人
吉
市
寺
町
２
番
地
２

動
物
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６

　

人
吉
球
磨
獣
医
師
会
で
は
、
飼

い
主
の
身
勝
手
な
理
由
で
処
分
さ

れ
る
犬
や
猫
の
命
を
救
う
た
め
、

動
物
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　

動
物
慰
霊
祭
、
犬
・
猫
の

オ
ー
ナ
ー
探
し
、
長
寿
犬
・
猫
の

表
彰
な
ど

期
日　

９
月
27
日
㈰

時
間　

正
午
〜
午
後
３
時

場
所

五ご
き
げ
ん

木
源
パ
ー
ク
（
球
磨
郡

五
木
村
）

問
合
せ　

東
動
物
病
院
（
☎
38
‐

４
６
６
６
）

Ｍも

ぞ

か

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
森
の
お
話
し
会

（
参
加
無
料
）

期
日

10
月
３
日
㈯

時
間　

午
前
11
時
20
分
〜

場
所　

人
吉
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

８
６
８　

２
階

問
合
せ　

森
の
お
話
し
会
事
務

局
（
☎
０
８
０
‐
６
４
３
７
‐

２
０
７
１
）
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保健センターだより 保健センターだより

問合せ　市保健センター（☎２４－８４２０、☎２４－８０１０）

救急病院

外山胃腸病院 ２２－３２２１ 球磨病院 ２２－３１２１ 愛生記念病院 ２２－６８７８

受付時間：午前９時～午後５時10月の休日在宅医・当番薬局

熊本県救急安心センター（24時間365日受付）
☎＃７１１９（15歳以上）
熊本県子ども医療電話相談（平日：午後７時～翌朝
８時、土曜は午後３時～、日曜・祝日は午前８時～）
☎＃８０００（15歳未満）

日 医療機関名 電話番号 薬局名 電話番号

４ ㈰
河野産婦人科医院 ２４－３８３８ ユニスマイル多良木いちご ４２－６８８８

公立多良木病院小児科 ４２－２５６０ 山口薬局 ４２－２１２３

11 ㈰
小林脳神経外科 ２４－８３３１ ひまわり薬局 ２２－１０２３

増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

12 ㈪
しらおく内科クリニック ２５－１５５０ 高階誠心堂薬局本店 ２２－４６３３

人吉医療センター小児科 ２２－２１９１ さくら調剤薬局医療センター前店 ３２－９６５７

18 ㈰
岡医院 ２２－３３７１ さくら調剤薬局人吉店 ２４－７８５１

やまむら小児科・内科 ４５－０００５ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０

25 ㈰
たけだ眼科クリニック ２３－３０９６ 高階誠心堂薬局いずみだ店 ２４－８３７０

たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０

※受診前に病院に連絡してください。
※ 変更になることがあります。病院に連
絡がつかない場合は、市ホームページ
をご覧になるか、市役所（☎２２－
２１１１）にご確認ください。（日曜・祝日対応可）

▲ 詳しくは
こちら

一緒にウオーキングしませんか？

校区
令和８年

集合場所 スタート
10月 11月 12 月

西 ３日㈯ ７日㈯ ５日㈯ 東西コミセン
午前８時 30分

東 10 日㈯ 14日㈯ 12日㈯ 人吉東小

中原 17 日㈯ 21日㈯
19日㈯

中原コミセン
午前８時

西瀬 17 日㈯ 21日㈯ 西瀬コミセン
駐車場

大畑 24 日㈯ 28日㈯ － 大畑コミセン 午前８時 20分

問合せ　健康増進係

65 歳以上のインフルエンザ・新型コロナウイルス予防接種

問合せ　保健総務係

※ スタートの 20分前から受け付けます。
※ 歴史探訪ウオーキングは集合場所が変更
になる場合があります。
※ 全校区に保険を掛けますので、必ず受け
付けをしてください。
※ 小学生以下は保護者同伴で参加してくだ
さい。
※ お住まいの校区にかかわらず参加できま
す。どのコースも歩く時間は約１時間で
す。水筒などは各自で準備してください。

歴史的遺産を巡る「歴史探訪ウオーキング」

申込期限　11月 30日（月）
接種期間　10月１日（木）～ 12月 28日（月）
※実施医療機関の診療日・診療時間内
接種料金　2,000 円

※ 申込期限を過ぎての申し込みは医療機関に相談してください。
※ 接種料金は医療機関窓口で接種後に支払ってください。生活保護世帯員は無料です。

申込期限　12月 31日（木）
接種期間　10月１日（木）～令和９年３月31日（水）
※実施医療機関の診療日・診療時間内
接種料金　6,000 円

インフルエンザ 新型コロナウイルス

次の実施医療機関に申し込んでください

対象者
・ 65 歳以上の人
・ 60 ～ 64 歳の人で、心臓・腎臓・呼吸器の機能ま
たはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害
がある人（身体障害者手帳１級所持者）

申込方法
医療機関に直接申し込んでください
※ 市外で接種する必要がある場合は、市保健セン
ターで申し込んでください。

① 市内実施医療機関に申し込みと接種予約をする
※ 市内で接種する場合、予診票は
医療機関でお渡しします。

※コロナはかかりつけ患者と関連施設入居者対象

②予約日に医療機関で接種
※ マイナ保険証（資格確認書）など身分
証明書を持ってきてください。

実施医療機関（五十音順）

あいこう皮ふ科クリニック 堤病院附属九日町診療所 入院患者対象

あいだ診療所※ 外山胃腸病院 愛生記念病院

有島耳鼻咽喉科医院 とやまクリニック胃腸科肛門科 光生病院

伊津野医院 外山内科 人吉こころのホスピタル (コロナだけ )

岡医院 豊永耳鼻咽喉科医院 インフルだけ

願成寺ごんどう医院 浜田醫院 愛甲産婦人科医院

球磨病院 ひとよし内科 河野産婦人科医院

小林脳神経外科 ひとよし西村醫院 平井整形外科リハビリテーションクリニック

しらおく内科クリニック 人吉リハビリテーション病院 三浦整形外科医院

仁誠会クリニック人吉 ふかみ耳鼻咽喉科 みのだ内科循環器科

たかはし小児科内科医院 万江病院 コロナだけ

田中医院 光永医院 増田クリニック小児科

堤病院

接種までの流れ
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問  市保健センター（ ☎２４－８４２０）

▲川畑智
さとし

さん。熊本県を拠点に、病院・施設で認知症予防や認知症ケアの実践に取り組むととも
に、全国各地での講演活動にも力を注ぎ、介護予防の普及啓発活動や研究活動を行っている

川畑
式

問

▲

 蔵書検索
と予約は
こちら

　  市図書館　☎２４－３５１８
場所：カルチャーパレス２階
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜（祝日の場合はその翌日）

▲母子手帳アプリ

人吉城歴史館　☎２２－２３２４
場所：麓町18番地４
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：火曜（祝日の場合はその翌日） ▲ 利用案内

問　市文化課文化財係（☎２２－２１１１　内線６７１０）

Ｑ.39

答えは29㌻！

休館日

９月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
９/１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
2727 28 29 30 10/１ ２ ３
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

　

矢
黒
川
と
球
磨
川
が
交
わ
る

場
所
に
た
た
ず
む
矢
黒
神
社
。

創
建
年
は
不
明
で
す
が
、
相
良

家
の
記
録
に
は
、
鎌
倉
時
代
の

寛か
ん
げ
ん元
２
年
（
１
２
４
４
年
）
に

「
笑
黒
宮
」
と
し
て
す
で
に
そ

の
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
南
北
朝
時
代
の
元げ
ん
ち
ゅ
う中５

年
（
１
３
８
８
年
）
に
相
良
家

７
代
当
主
の
相
良
前さ
き
よ
り頼
に
よ
っ

て
現
在
の
場
所
に
再
興
さ
れ
て

以
降
、
戦
国
時
代
や
江
戸
時
代

な
ど
に
修
復
さ
れ
、
大
切
に
守

り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

人
吉
球
磨
地
域
の
神
社
は
、

本
殿
を
雨
風
か
ら
守
る
た
め
、

「
覆お
お
い
や屋
」
を
伴
う
造
り
が
特
徴

で
す
。
矢
黒
神
社
で
は
、
棟
札

や
建
物
部
材
に
残
さ
れ
た
墨ぼ
く
し
ょ書

か
ら
、
江
戸
時
代
の
正し
ょ
う
と
く徳６
年

（
１
７
１
６
年
）
に
本
殿
だ
け

で
な
く
、
覆
屋
が
修
造
さ
れ
た

と
い
う
重
要
な
情
報
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
令
和
２
年
７
月
豪

雨
災
害
で
は
、
拝
殿
が
床
上
２

㍍
ま
で
浸
水
し
、
神
社
内
部
に

土
砂
が
流
れ
込
み
ま
し
た
。
床

や
壁
板
が
剝
が
れ
、
建
物
が
傾

く
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、
令
和
５
年
10
月
に

災
害
復
旧
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
往
時
の
美
し

い
姿
を
取
り
戻
し
、
地
域
の
歴

史
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

矢
黒
神
社

（
矢
黒
町
１
７
６
５
番
地
）

第５回

市指定重要文化財

　

本
殿
、
覆
屋
、
拝
殿
、
神じ
ん
く
し
ょ

供
所
が

市
指
定
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す

▲ 令和２年７月豪雨災害での被災直
後の神供所

▲ 矢黒神社の拝殿（手前）と本殿

　９月24日（木）～ 30日（水）は、図書館シス
テムの入れ替え作業のため、臨時休館します。

斜めに傾いた正方形も
あるので、じっくり見
て探しましょう！

正方形探し
４つの点を結んで正方形を４つ探しましょう。使わない
点が４つあります。
※点線はヒントです。

① ②

おはなし会を再開します
　コロナや豪雨災害の影響で休止していた「おはな
し会（読み聞かせ）」を再開します。
期日　９月19日（土）・11月21日（土）
時間　午前10時30分～ 11時
場所　こども図書館
読み手 M

も ぞ か

OZOCA森のお話し会

新刊案内

児
童
向
け

一
般
向
け

N
ナンバーシックス

O.６ 再会　＃３ あさの あつこ 著・toi8 絵

ジョリオン・ミッチェル／
ジョシュア・レイ 著・藤井 修平 訳

14歳から考えたい
戦争と宗教

　争いは人類の避けられない宿命な
のか。宗教と戦争の関係について関
心を持っている人に、世界中の事例
を紹介し、基本的な見方を解説する。

　地球環境が壊滅した理想都市のが
れきから新都市をつくる、少年たち
の熱い戦いの物語！ 果たして彼ら
は、新世界を再構築できるのか？

災害への備えを確認しましょう

　７月 28日に令和８年熊本地震が発生しました。いつ起こるか分からない災害に備えて、家庭での備蓄品は
十分に用意していますか？　小さい子どもの食料や飲料などは、災害時に手に入りづらくなる場合が多いため、
普段から食べ慣れた食品や使い慣れた日用品を２週間分は備蓄しておくことをおすすめします。
　併せて家族全員分の食料や飲料などは最低３日分を備蓄しておくといいでしょう。

※ 事前に近くの避難所や乳幼児避難所（市保健センター）を確認し、避難するときは、親子（母子）健康手帳やマイナンバーカー
ドを持って行きましょう。

乳幼児用備蓄リスト（例）
□液体ミルク
□ 粉ミルク
　（キューブタイプ）
□ 飲料水　（軟水または
赤ちゃん用）
□ベビーフード　
□ 哺乳瓶・マグカップ
□常備薬

□ 使い捨て食器類
□ガーゼ（歯磨き用）
□オムツ・おしりふき
□ビニール袋・ラップ
□バスタオル・タオル
□着替え
□使い捨てカイロ
□ウェットティッシュ

□ 使い慣れたおもちゃ・安心できるアイテム

普段から少し多めに買って

ローリングストック（日常備蓄）

て

常備蓄）

備える

消費した分を
買い足す

日常の中で
食べる・使う
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監修：熊本県手話サークルわかぎ人吉・球磨グループ
問　市福祉課障がい者支援係（☎２２－２１１１　内線１２４４）

人吉市地域おこし協力隊の活動の様子をお届けします。

▲

 市移住定住
サイト

市消費生活センター（☎２２－２１１１　内線１０６０）

消費者庁　消費者ホットライン１８８
イメージキャラクター　イヤヤン

消費者ホットライン　　　　　（局番なし）☎１８８
トラブルになったとき、困ったときにはご相談ください。

はい、こちら
消費生活センターです

Consumption life center

※ この連載では右利きの表現を紹介しています。左利きの人は、やりや
すいように左右の手を入れ替えても構いません。

Vol.17

Ａ.39川畑
式

　日常会話の中でよく使う手話を紹介します。毎年９月23日は手
話に対する理解を深める日として制定された「手話の日」です。２
つの手話を組み合わせて、Let’s お手話べり！

モデル：永田尚美さん

消費者ホットライン　☎１８８
警察相談専用電話　☎＃９１１０

▲
 過去の連載は
こちら

問題は27㌻にあります。

さかもと　りょうすけ
令和５年12月着任

移住定住促進業務を担当

右手の人差し指と親指右手の人差し指と親指
を丸めて指先を左側にを丸めて指先を左側に
向ける向ける

９月23日は「手話言語の国際デ
ー」でもあり、国連や世界ろう連
盟のロゴの色で「世界平和」を表
す青色で公共の場所などをライト
アップする活動が世界各地で行わ
れ、市では、
水の手橋を
青色に点灯
予定です。

②日
手話の日
①手話

両手の人差し指を立て、指と指を両手の人差し指を立て、指と指を
向き合わせ、胸の前で回転させる向き合わせ、胸の前で回転させる

災害に便乗した
悪質商法に注意 ！

● その場では契約せず、複数の事業者から見積もり
を取ったり、周囲に相談したりして、慎重に契約
しましょう。
● 「訪問者が帰ってくれない」「事業者の対応に不
安を感じる」ときなどは、すぐに警察に連絡しま
しょう。

● さまざまな情報が出回りますが、公的
機関に直接真偽を確認しましょう。

「困ったな」「不安だな」と思ったときは市消費生
活センターや警察に相談してください。

アドバイス　地震などの自然災害発生後は、住宅の修理や点検、
貴金属の訪問購入など、自然災害に便乗した悪質商
法によるトラブルがみられます。

● 見知らぬ業者が家を訪問し、「後日、行政から補
助金が出るので、自己負担なしで修理できる」「保
険金が使える」などと勧誘し、「早く修理しない
と大変なことになる」と不安をあおる。
● 行政機関の職員などと言って、義援金（寄付金）
を集める。
● 「無料」「ボランティア」と言って家の片付けを
行い、後から高額な代金を請求する。
● 「補助金申請の代行をしてあげる」と言って、金
銭を要求する。   　　など

事例

　今回は、視覚処理力のアップが期待
できる問題を出題しました。ものを見
分ける力が低下すると、日常生活の中
で「見間違い」が起こりやすくなりま
す。

①

②

出演
スチャダラパー、IMALU

　ほか
期日　10月 11日（日）
時間　開場：午前９時
　　　開演：午前 11時
場所　ふるさと歴史の広場
入場料　7,980 円
※ 中学生以下は無料（入場
券を持つ同伴者が必要）

　令和２年７月豪雨災害からの復興の歩みととも
に生まれた野外音楽フェス「R

ルーラル

ural A
アクト

ct」を、昨
年に続き今年も開催します。
　今回は令和８年熊本地震支援プロジェクトとし
て、チケットやチャリティーグッズなどの収益の
一部を被災地へ寄付します。被災地支援につなが
るイベントにぜひ参加してください。

問合せ　一般社団法人らぞ L
ラ ボ

ABO
（☎０８０－３５５６－２０８４）

▲チケット購入は
こちら

▲前回の様子

　私は人吉市の「わくわくサポーター」として、子
どもたちの学びを支えるボランティアにも取り組ん
でいます。人吉の未来を担う子どもたちの学びを手
助けしたいと考えたことが、活動を始めたきっかけ
です。
　これまで、小学生の水生生物調査やまち探検、遠
足の見守り、持久走大会の交通整理などをサポート
してきました。また、小学生から私の普段の活動に
ついてインタビューを受けたり、中学生への読み聞
かせをしたりと、幅広い年代の子どもたちと関わる
機会をいただきました。
　一つ一つは小さなお手伝いですが、関わりを積み
重ね、さらに地域のことを知ることができたと思い
ます。これからも機会があれば、子どもたちの学び
や成長を支える活動に参加していきたいです。

▼  インタビュー形式で協力
隊になった理由や人吉へ
の思いを話しました

▲  中学生への読み聞かせで
は、私が中学生の時に聞
いて記憶に残った詩を朗
読しました
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燃えるごみだけ収集します。行事カレンダー ※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス
※変更になることがあります。

ごみの収集はありません。

 編集後記 

９月

１ ㈫

・広報配布
・ コンビニ交付サービス一時停止（～９月６
日㈰）

・ 「GO! GO! ラリー in熊本2026」写真展（～
30日㈬、市役所）

２ ㈬
３ ㈭
４ ㈮

５ ㈯
・ 西校区ウオーキングデー（東西コミセン、
7:30 ～）

・ MOZOCA森のお話し会（MOZOCAステー
ション、11:20 ～）

６ ㈰
７ ㈪
８ ㈫
９ ㈬
10 ㈭
11 ㈮
12 ㈯ 東校区ウオーキングデー（人吉東小、7:30 ～）
13 ㈰ 第６回人吉市童話発表会（CP、9:00 ～）
14 ㈪
15 ㈫
16 ㈬
17 ㈭
18 ㈮

19 ㈯
・ 中原校区ウオーキングデー（中原コミセン、
7:00 ～）
・ 西瀬校区ウオーキングデー（西瀬コミセン
駐車場、7:30 ～）

20 ㈰
・ 相良三十三観音秋の開帳（～ 26日㈯）
・ くまろんフェア2026（～ 10月20日㈫）
・ くま川鉄道全線運行再開記念式典＆記念イ
ベント（21日㈪、人吉駅周辺、9:00 ～）

21 ㈪ ・敬老の日
・秋の全国交通安全運動（～ 30日㈬）

22 ㈫ 国民の休日
23 ㈬ 秋分の日
24 ㈭ 教育委員会定例会（市役所、9:30 ～）
25 ㈮ ９月定例市議会閉会

26 ㈯ 大畑校区ウオーキングデー（大畑コミセン、
8:00 ～）

27 ㈰
・ 人吉市国民保護訓練・防災研修（SP、8:30 ～）
・道の駅人吉マルシェ（道の駅人吉、10:00 ～）
・ ファミリー講座（中原コミセン、10:00 ～）

28 ㈪
29 ㈫
30 ㈬

10月
１ ㈭ 広報配布
２ ㈮
３ ㈯

■  予定や場所は変更となる場合があります。 詳しくはお問い合わせください。

RKKでリモコンのｄボタンを押し
「デタポン」を選んで「決定」！

地デジ チャンネル３

テレビ（データ放送）を
利用した住民情報サービス

公式note公式note
公式X公式X
公式Instagram公式Instagram

リンクをリンクを
まとめていますまとめています

熊本県警察人吉警察署
ホームページ

問合せ　人吉警察署地域課
　　　　（☎２４－４１１０）

　ミニ広報紙などを掲
載しています。
　防犯・交通安全など
にご活用ください。

まちづくり情報を
発信しています

市政に対する意見や要望などを受け付けています。

・各窓口
・ひらめき箱：
市役所１階市民コーナー内
・電子メール：
info@hitoyoshi.
kumamoto.jp

　音声訳ボランティア「さくらの会」では、
広報ひとよしや社協だよりをCDに録音してお
届けしています。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。

声の広報をお届けします

スマホで読みたい人はこちら

詳しくは
こちら

ひらめき箱の
回答はこちら

各種相談ガイド

９月
相談内容 期日 時間 場所 予約・問合せ

ワンストップ就労相談窓口・
ジョブカフェ
（要予約）

平日（祝日
を除く）

午前10時～午後
５時

県球磨地域振興局
３階 ジョブカフェ・球磨

ブランチ
（☎22－0555）

出張相談会 18日㈮ 午後１時15分～
３時 ハローワーク球磨

オンラインサポート可能
おしごと出張相談会
（要予約）

①８日㈫
②15日㈫
③25日㈮

午後１時30分～
４時30分

①市役所
②ハローワーク球磨
③旧人吉保健所
　（寺町別館）

若者サポートステー
ションやつしろ
（☎0965－37－8739）

10月
相談内容 期日 時間 場所 予約・問合せ

無料法律相談
（予約制）

６日㈫
11日㈰※

午前10時～
午後３時 市消費生活センター

市消費生活センター
（☎22－2111　内線1060）
※消費生活なんでも相談会

暮らし安心法律相談
（予約制） １日㈭ 午後１時30分～

４時
市総合福祉センター
相談室

人吉球磨成年後見センター
（☎24－8800）

暮らしのなんでも相談
（行政相談） 11日㈰※ 午前10時～正午 市消費生活センター

市消費生活センター
（☎22－2111　内線1060）
※消費生活なんでも相談会

消費生活なんでも
相談会

（予約優先）
11日㈰ 午前10時～

午後３時 市消費生活センター 市消費生活センター
（☎22－2111　内線1060）

こころの健康相談
（予約制）

８日㈭
23日㈮ 午後２～３時 人吉保健所 人吉保健所保健予防課

（☎22－3107）

八代年金事務所
年金出張相談
（予約制）

毎週月曜
（12日を除く）

午前９時30分～
午後４時30分 市役所１階相談室

予約先：八代年金事務所
（☎0965－35－6123）
※自動音声受付（①→②）

令和２年７月豪雨
被災者のための災害
復興住宅融資相談会
（完全予約制）

平日
（祝日・年末
年始を除く）

午前10時30分～
午後３時30分 市福祉課福祉政策係 住宅金融支援機構熊本センター

（☎096－241－6180）

お盆の風物詩人吉花火
大会。打ち上げ前に、
松岡市長は「頑張ろう、
熊本！」と呼びかけ、
令和８年熊本地震から
の復興を願いました。
詳しくは12㌻をご覧
ください。

飛行機好きの私にとって、「鉄道なんて……」と
以前は思っていました。ところが、最近鉄道関

係の取材によく行き、裏側を知るうちに、Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTube
のおすすめに出てくるほど鉄道の魅力にハマったよう
です　 鉄道写真家・中井精也さんが提唱した、鉄道
だけでなく周辺の空気感を「ゆるく」伝える「ゆる鉄」
は、私の好きな写真スタイルです。（谷口）
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問合せ　くま川鉄道全線運行再開関連イベント実行委員会（☎２３－
５０１１）、市交通政策課交通政策係（☎２２－２１１１　内線３１１１）

Photo by 中井精也

人吉温泉 おかどめ幸福

肥後西村

公立病院前

新鶴羽

相良藩願成寺 あさぎり

一武

多良木

湯前

相良十島

東免田

木上

多良木青蓮寺

球磨川

▲ 公式 LINE

湯前駅レールウイング

●マルシェ
●ステージイベント
●映画「囁

ささや

きの河」上映（入場無料）
　9/20（日）　16：00～

９月 20日（日）・21日（月）
10:30 ～ 15:00

相良十島駅

●相良の未来を語るトークショー
●旧川村駅を巡るウォーキング大会
●マルシェ
●相良十島駅完成記念グッズ配布

９月 20日（日）
10:00 ～ 15:00

おかどめ幸福駅

●ステージイベント
●バザー

９月 20日（日）　10:00 ～

多良木駅～多良木青蓮寺駅

●列車VS人間リレー対決
※ 駅間沿線北側道路交通規制
（10:30 ～ 11:00）

９月 20日（日）　10:47 ～

人吉駅

●全国の鉄道会社 15社以上出店
●ステージイベント
● SL人吉動態展示
●キッチンカー

９月 20日（日）・21日（月）
10:00 ～ 16:00

９月 20日実施のイベント

記念式典　9：00～
記念特別列車運行
　人吉温泉駅発（9:50）
　湯前駅着（11:06）
※ 一般の人は乗車できません。

CS 日テレプラス
「鉄道発見伝」ステージ　14:30 ～

※新作 10/11（日）、10/18（日）
　21:00 ～放送
　スカパーなどで視聴できます

おかえりくま川鉄道！
祝・全線運行再開ホーム酒場
球磨焼酎で乾杯！
16：00 ～ 20：00

あさぎり駅

９月 20日（日） 　10:30 ～
●あさぎり駅前フェス

寺

9/20

Photo 

多良木青蓮

（
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